
総合科学技術会議　第２回宇宙開発利用専門調査会総合科学技術会議　第２回宇宙開発利用専門調査会総合科学技術会議　第２回宇宙開発利用専門調査会総合科学技術会議　第２回宇宙開発利用専門調査会総合科学技術会議　第２回宇宙開発利用専門調査会総合科学技術会議　第２回宇宙開発利用専門調査会総合科学技術会議　第２回宇宙開発利用専門調査会総合科学技術会議　第２回宇宙開発利用専門調査会

商業衛星打上げの現状と課題商業衛星打上げの現状と課題

平成１３年１２月１０日平成１３年１２月１０日平成１３年１２月１０日平成１３年１２月１０日

株式会社株式会社株式会社株式会社 ロケットシステムロケットシステムロケットシステムロケットシステム

資料２－１



1

ⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠ. . 商業衛星打上げ市場の現状商業衛星打上げ市場の現状商業衛星打上げ市場の現状商業衛星打上げ市場の現状商業衛星打上げ市場の現状商業衛星打上げ市場の現状商業衛星打上げ市場の現状商業衛星打上げ市場の現状

1. 最近５年間の世界の商業衛星打上げ市場は年間最近５年間の世界の商業衛星打上げ市場は年間最近５年間の世界の商業衛星打上げ市場は年間最近５年間の世界の商業衛星打上げ市場は年間 2,000～～～～3,000億円である。億円である。億円である。億円である。

2. このこのこのこの10年間に静止衛星は年間に静止衛星は年間に静止衛星は年間に静止衛星は279個打上げられているが、その内個打上げられているが、その内個打上げられているが、その内個打上げられているが、その内70%は商業は商業は商業は商業
衛星である。衛星である。衛星である。衛星である。

3. 過去過去過去過去10年間の商業衛星打上げ市場はｱﾘｱﾝｽﾍﾟｰｽ年間の商業衛星打上げ市場はｱﾘｱﾝｽﾍﾟｰｽ年間の商業衛星打上げ市場はｱﾘｱﾝｽﾍﾟｰｽ年間の商業衛星打上げ市場はｱﾘｱﾝｽﾍﾟｰｽ 47.2%、ﾛｯｷｰﾄﾞﾏｰﾁﾝ、ﾛｯｷｰﾄﾞﾏｰﾁﾝ、ﾛｯｷｰﾄﾞﾏｰﾁﾝ、ﾛｯｷｰﾄﾞﾏｰﾁﾝ(ILS) 
23.7%、、、、ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ社ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ社ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ社ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ社 12.7% 中国が中国が中国が中国が8%を占める。を占める。を占める。を占める。

4. これまでのこれまでのこれまでのこれまでの10年間に打ち上げられた衛星の重量別構成は年間に打ち上げられた衛星の重量別構成は年間に打ち上げられた衛星の重量別構成は年間に打ち上げられた衛星の重量別構成は4,000Kg迄の衛迄の衛迄の衛迄の衛
星が大半を占めている。星が大半を占めている。星が大半を占めている。星が大半を占めている。

静止衛星重量別構成
(1990年～1999年)
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ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ. . 商業衛星打上げ市場の将来見通し商業衛星打上げ市場の将来見通し商業衛星打上げ市場の将来見通し商業衛星打上げ市場の将来見通し商業衛星打上げ市場の将来見通し商業衛星打上げ市場の将来見通し商業衛星打上げ市場の将来見通し商業衛星打上げ市場の将来見通し (1/2)(1/2)

1. 商業衛星のロケット打上げ数量は商業衛星のロケット打上げ数量は商業衛星のロケット打上げ数量は商業衛星のロケット打上げ数量は1998年にピークに達した以降、低軌道年にピークに達した以降、低軌道年にピークに達した以降、低軌道年にピークに達した以降、低軌道
衛星群衛星群衛星群衛星群(ｺﾝｽﾃﾚｰｼｮﾝｺﾝｽﾃﾚｰｼｮﾝｺﾝｽﾃﾚｰｼｮﾝｺﾝｽﾃﾚｰｼｮﾝ)を使った衛星通信ビジネスが破綻し、減少傾向にある。を使った衛星通信ビジネスが破綻し、減少傾向にある。を使った衛星通信ビジネスが破綻し、減少傾向にある。を使った衛星通信ビジネスが破綻し、減少傾向にある。

2. 今後は静止衛星打上げを中心に年間今後は静止衛星打上げを中心に年間今後は静止衛星打上げを中心に年間今後は静止衛星打上げを中心に年間30～～～～40機の打上げが予想されている。機の打上げが予想されている。機の打上げが予想されている。機の打上げが予想されている。
(内静止衛星は内静止衛星は内静止衛星は内静止衛星は25機程度機程度機程度機程度)。。。。

3. 衛星重量は増大傾向にあり、衛星重量は増大傾向にあり、衛星重量は増大傾向にあり、衛星重量は増大傾向にあり、4,000Kg以上の衛星が以上の衛星が以上の衛星が以上の衛星が60%以上を占めるこ以上を占めるこ以上を占めるこ以上を占めるこ
とが予想されている。とが予想されている。とが予想されている。とが予想されている。

ロケット打上数の将来見通し

静止衛星(GSO)

非静止衛星
(NGSO)

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

(年)

(ロケット打上数)

静止衛星の重量別構成変化

4000 lb＞ (1800Kg＞)

4000 lb～9000 lb
(1800～4000Kg)

9000 lb～12000 lb
(4000～5500Kg)

12000lb＜
(5500Kg＜)

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

2001 2002 2003 2004 2005

(年)

構成比(%)

実績 予想

出典：「2001 Commercial Space
Transportation Forecasts」：FAA



3

ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ. . 商業衛星打上げ市場の将来見通し商業衛星打上げ市場の将来見通し商業衛星打上げ市場の将来見通し商業衛星打上げ市場の将来見通し商業衛星打上げ市場の将来見通し商業衛星打上げ市場の将来見通し商業衛星打上げ市場の将来見通し商業衛星打上げ市場の将来見通し (2/2)(2/2)

4. 衛星の大型化に対応し、各社共にロケットの打上げ能力拡大を図りつつある。衛星の大型化に対応し、各社共にロケットの打上げ能力拡大を図りつつある。衛星の大型化に対応し、各社共にロケットの打上げ能力拡大を図りつつある。衛星の大型化に対応し、各社共にロケットの打上げ能力拡大を図りつつある。

　　　・ﾛｯｷｰﾄﾞﾏｰﾁﾝ社：　　　・ﾛｯｷｰﾄﾞﾏｰﾁﾝ社：　　　・ﾛｯｷｰﾄﾞﾏｰﾁﾝ社：　　　・ﾛｯｷｰﾄﾞﾏｰﾁﾝ社： 2002年５月　新型ロケット年５月　新型ロケット年５月　新型ロケット年５月　新型ロケット Atlas Vの市場投入の市場投入の市場投入の市場投入

　　　・ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ社　　　　・ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ社　　　　・ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ社　　　　・ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ社　 ：：：： 2002年４月　新型ロケット年４月　新型ロケット年４月　新型ロケット年４月　新型ロケットDelta IVの市場投入の市場投入の市場投入の市場投入

・ｱﾘｱﾝｽﾍﾟｰｽ社・ｱﾘｱﾝｽﾍﾟｰｽ社・ｱﾘｱﾝｽﾍﾟｰｽ社・ｱﾘｱﾝｽﾍﾟｰｽ社 ：：：： Ariane5の本格的商業化に向けの本格的商業化に向けの本格的商業化に向けの本格的商業化に向け50%のｺｽﾄﾀﾞｳﾝを推進中。のｺｽﾄﾀﾞｳﾝを推進中。のｺｽﾄﾀﾞｳﾝを推進中。のｺｽﾄﾀﾞｳﾝを推進中。

　　　　

各 国 ロ ケ ッ ト の 人 工 衛 星 打 上 げ 能 力  カ バ レ ー ジ と 市 場 参 入 時 期 の 比 較各 国 ロ ケ ッ ト の 人 工 衛 星 打 上 げ 能 力  カ バ レ ー ジ と 市 場 参 入 時 期 の 比 較各 国 ロ ケ ッ ト の 人 工 衛 星 打 上 げ 能 力  カ バ レ ー ジ と 市 場 参 入 時 期 の 比 較各 国 ロ ケ ッ ト の 人 工 衛 星 打 上 げ 能 力  カ バ レ ー ジ と 市 場 参 入 時 期 の 比 較 実 用 中

開 発 中

Ｈ － Ⅱ Ａ （ 日 本 ）

　 　 　 　 （ ２ ０ ０ １ 年 ～ 　 ） 　 　 　 　 　 　 （ ２ ０ ０ ５ 年 ～ 　 ）

( 注 )  4 1 5 0 k g の 打 上 能 力 の も の は 現 状 見 通 し で は 3 8 0 0 k g 程 度

Ａ Ｔ Ｌ Ａ Ｓ （ 米 国 ）

Ｄ Ｅ Ｌ Ｔ Ａ （ 米 国 ）

Ａ Ｒ Ｉ Ａ Ｎ Ｅ （ 欧 州 ）

｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

2 0 0 0 3 0 0 0 4 0 0 0 5 0 0 0 6 0 0 0 7 0 0 0 8 0 0 0 9 0 0 0

静 止 衛 星 打 上 げ 能 力 （ Ｇ Ｔ Ｏ ）
K g

Ａ Ｒ Ｉ Ａ Ｎ Ｅ － ４ ／ － ５

Ｄ Ｅ Ｌ Ｔ Ａ Ⅱ ／ ⅢＤ Ｅ Ｌ Ｔ Ａ Ⅱ ／ ⅢＤ Ｅ Ｌ Ｔ Ａ Ⅱ ／ ⅢＤ Ｅ Ｌ Ｔ Ａ Ⅱ ／ Ⅲ

Ａ Ｔ Ｌ Ａ Ｓ － Ⅴ （ ２ ０ ０ ２ 年 ～ 　 ）Ａ Ｔ Ｌ Ａ Ｓ － Ⅴ （ ２ ０ ０ ２ 年 ～ 　 ）Ａ Ｔ Ｌ Ａ Ｓ － Ⅴ （ ２ ０ ０ ２ 年 ～ 　 ）Ａ Ｔ Ｌ Ａ Ｓ － Ⅴ （ ２ ０ ０ ２ 年 ～ 　 ）

Ｄ Ｅ Ｌ Ｔ Ａ － Ⅳ ( 2 0 0 2 年 ～ ）Ｄ Ｅ Ｌ Ｔ Ａ － Ⅳ ( 2 0 0 2 年 ～ ）Ｄ Ｅ Ｌ Ｔ Ａ － Ⅳ ( 2 0 0 2 年 ～ ）Ｄ Ｅ Ｌ Ｔ Ａ － Ⅳ ( 2 0 0 2 年 ～ ）

2 0 5 0 k g 7 2 0 0 k g

4 2 1 0 k g 6 5 6 5 k g

1 8 7 0 k g 3 8 1 0 k g

8 2 0 0 k g4 1 0 0 k g

4 1 2 0 k g3 0 7 0 k g

4 1 5 0 k g

Ｈ － Ⅱ Ａ 標 準 型

5 0 0 0 k g 7 5 0 0 k g

Ｈ － Ⅱ Ａ 能 力 増 強 型

A T L A S Ⅱ / ⅢA T L A S Ⅱ / ⅢA T L A S Ⅱ / ⅢA T L A S Ⅱ / Ⅲ

( 注 )
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III. III. （（（（（（（（株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況(1/3)(1/3)

1.  沿革／事業内容沿革／事業内容沿革／事業内容沿革／事業内容

(1) 1990年７月年７月年７月年７月, 宇宙開発事業団が開発したロケットを使用して商業衛星打上宇宙開発事業団が開発したロケットを使用して商業衛星打上宇宙開発事業団が開発したロケットを使用して商業衛星打上宇宙開発事業団が開発したロケットを使用して商業衛星打上
げを目指す会社として、三菱重工、石川島播磨重工、川崎重工等の宇宙関げを目指す会社として、三菱重工、石川島播磨重工、川崎重工等の宇宙関げを目指す会社として、三菱重工、石川島播磨重工、川崎重工等の宇宙関げを目指す会社として、三菱重工、石川島播磨重工、川崎重工等の宇宙関
連企業、銀行、保険会社等民間企業７３社の出資によって設立された。連企業、銀行、保険会社等民間企業７３社の出資によって設立された。連企業、銀行、保険会社等民間企業７３社の出資によって設立された。連企業、銀行、保険会社等民間企業７３社の出資によって設立された。

(2)事業内容事業内容事業内容事業内容

①①①① 人工衛星打上げ用ロケット及び宇宙実験用ロケットの販売及びこれらロ人工衛星打上げ用ロケット及び宇宙実験用ロケットの販売及びこれらロ人工衛星打上げ用ロケット及び宇宙実験用ロケットの販売及びこれらロ人工衛星打上げ用ロケット及び宇宙実験用ロケットの販売及びこれらロ
ケットを用いた打上げサービスの提供ケットを用いた打上げサービスの提供ケットを用いた打上げサービスの提供ケットを用いた打上げサービスの提供

②②②② 射場設備工事の設計、施工、保全射場設備工事の設計、施工、保全射場設備工事の設計、施工、保全射場設備工事の設計、施工、保全

2. 経営状況経営状況経営状況経営状況

(1)売上高／人員規模の推移売上高／人員規模の推移売上高／人員規模の推移売上高／人員規模の推移

(注)　人員規模は各年度末

年度 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000
売上高(億円) 0.2 1.4 19.8 113.6 204.4 158.3 167.8 182.1 45.3 168.3 109.3
人員規模(人) 31 31 33 42 52 52 58 69 83 62 51
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III. III. （（（（（（（（株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況(2/3)(2/3)

最近の経営施策最近の経営施策最近の経営施策最近の経営施策

H-IIAロケットの開発遅れ、商業打上げ市場の縮小を受けて、ロケットの開発遅れ、商業打上げ市場の縮小を受けて、ロケットの開発遅れ、商業打上げ市場の縮小を受けて、ロケットの開発遅れ、商業打上げ市場の縮小を受けて、

△△△△ 社内リストラの実施：　社内リストラの実施：　社内リストラの実施：　社内リストラの実施：　2000年年年年1月　６部体制を３部へ、月　６部体制を３部へ、月　６部体制を３部へ、月　６部体制を３部へ、
　　　　 人員の削減　人員の削減　人員の削減　人員の削減　1998年度年度年度年度83名→名→名→名→2000年度年度年度年度51名名名名

△△△△ 株主の再編成：　株主の再編成：　株主の再編成：　株主の再編成：　2001年年年年3月月月月 73社の株主を社の株主を社の株主を社の株主を33社へ社へ社へ社へ
△△△△ 不良資産の処理：不良資産の処理：不良資産の処理：不良資産の処理： これまでに商業打上げ準備に費やして来た費用の処理これまでに商業打上げ準備に費やして来た費用の処理これまでに商業打上げ準備に費やして来た費用の処理これまでに商業打上げ準備に費やして来た費用の処理

(2)契約の状況契約の状況契約の状況契約の状況

①①①① これまでに契約実績があるものは宇宙開発事業団向けのロケット販売でこれまでに契約実績があるものは宇宙開発事業団向けのロケット販売でこれまでに契約実績があるものは宇宙開発事業団向けのロケット販売でこれまでに契約実績があるものは宇宙開発事業団向けのロケット販売で14
機機機機(H-II ６６６６機、機、機、機、H-IIA ８８８８機機機機)、国土交通省・気象庁向けに１機、国土交通省・気象庁向けに１機、国土交通省・気象庁向けに１機、国土交通省・気象庁向けに１機(MTSAT-1R)

②②②② 1996年ﾋｭｰｽﾞ社（現ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ社）と年ﾋｭｰｽﾞ社（現ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ社）と年ﾋｭｰｽﾞ社（現ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ社）と年ﾋｭｰｽﾞ社（現ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ社）と20機、ｽﾍﾟｰｽｼｽﾃﾑｽﾞﾛﾗｰﾙ社と機、ｽﾍﾟｰｽｼｽﾃﾑｽﾞﾛﾗｰﾙ社と機、ｽﾍﾟｰｽｼｽﾃﾑｽﾞﾛﾗｰﾙ社と機、ｽﾍﾟｰｽｼｽﾃﾑｽﾞﾛﾗｰﾙ社と10機の商業機の商業機の商業機の商業
衛星打上げ仮契約を行ったが、衛星打上げ仮契約を行ったが、衛星打上げ仮契約を行ったが、衛星打上げ仮契約を行ったが、H-IIロケットの連続打上げ失敗により、ロケットの連続打上げ失敗により、ロケットの連続打上げ失敗により、ロケットの連続打上げ失敗により、
2000年５月ﾋｭｰｽﾞ社から全機解約の通告があり、同年７月解約を受諾した。年５月ﾋｭｰｽﾞ社から全機解約の通告があり、同年７月解約を受諾した。年５月ﾋｭｰｽﾞ社から全機解約の通告があり、同年７月解約を受諾した。年５月ﾋｭｰｽﾞ社から全機解約の通告があり、同年７月解約を受諾した。

一方、ﾛﾗｰﾙ社との契約については一方、ﾛﾗｰﾙ社との契約については一方、ﾛﾗｰﾙ社との契約については一方、ﾛﾗｰﾙ社との契約についてはH-IIAの遅れから契約上の打上げ時期が守の遅れから契約上の打上げ時期が守の遅れから契約上の打上げ時期が守の遅れから契約上の打上げ時期が守
れず、先頭の２機につき解約を行った。れず、先頭の２機につき解約を行った。れず、先頭の２機につき解約を行った。れず、先頭の２機につき解約を行った。



6

III. III. （（（（（（（（株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況株）ロケットシステムの経営状況(3/3)(3/3)

③③③③ 結果として、現状ﾛﾗｰﾙ社との契約８機以外に商業打上げ契約はない。結果として、現状ﾛﾗｰﾙ社との契約８機以外に商業打上げ契約はない。結果として、現状ﾛﾗｰﾙ社との契約８機以外に商業打上げ契約はない。結果として、現状ﾛﾗｰﾙ社との契約８機以外に商業打上げ契約はない。
但し、この契約は具体的な打上げ衛星、打上げ年月が決まったものでは但し、この契約は具体的な打上げ衛星、打上げ年月が決まったものでは但し、この契約は具体的な打上げ衛星、打上げ年月が決まったものでは但し、この契約は具体的な打上げ衛星、打上げ年月が決まったものでは
ない。ない。ない。ない。

3. 商業衛星受注の競争力商業衛星受注の競争力商業衛星受注の競争力商業衛星受注の競争力

衛星の需要が減少する中にあって、新型ロケットの登場等ロケット側の供給衛星の需要が減少する中にあって、新型ロケットの登場等ロケット側の供給衛星の需要が減少する中にあって、新型ロケットの登場等ロケット側の供給衛星の需要が減少する中にあって、新型ロケットの登場等ロケット側の供給
過剰な状態にあり、厳しい競争を強いられている。過剰な状態にあり、厳しい競争を強いられている。過剰な状態にあり、厳しい競争を強いられている。過剰な状態にあり、厳しい競争を強いられている。

(1)顧客は顧客は顧客は顧客は2、、、、3機の打上げ実績を求める。（実用衛星の打上げ実績が重要）機の打上げ実績を求める。（実用衛星の打上げ実績が重要）機の打上げ実績を求める。（実用衛星の打上げ実績が重要）機の打上げ実績を求める。（実用衛星の打上げ実績が重要）

・・・・ H-IIAロケットの信頼性不足ロケットの信頼性不足ロケットの信頼性不足ロケットの信頼性不足

(2)顧客は、打上げ保険、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ打上げ保証等を含めたﾄｰﾀﾙ価格で評価する。顧客は、打上げ保険、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ打上げ保証等を含めたﾄｰﾀﾙ価格で評価する。顧客は、打上げ保険、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ打上げ保証等を含めたﾄｰﾀﾙ価格で評価する。顧客は、打上げ保険、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ打上げ保証等を含めたﾄｰﾀﾙ価格で評価する。

・・・・ ﾄｰﾀﾙ価格の競争では、実績のないﾄｰﾀﾙ価格の競争では、実績のないﾄｰﾀﾙ価格の競争では、実績のないﾄｰﾀﾙ価格の競争では、実績のないH-IIAロケットでは打上げ保険料が大ロケットでは打上げ保険料が大ロケットでは打上げ保険料が大ロケットでは打上げ保険料が大
きなハンディとなりそう。きなハンディとなりそう。きなハンディとなりそう。きなハンディとなりそう。
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IV. IV. 商業市場参入の課題商業市場参入の課題商業市場参入の課題商業市場参入の課題商業市場参入の課題商業市場参入の課題商業市場参入の課題商業市場参入の課題

1. 打上げ実績作りの加速打上げ実績作りの加速打上げ実績作りの加速打上げ実績作りの加速 －－－－顧客の信頼性獲得顧客の信頼性獲得顧客の信頼性獲得顧客の信頼性獲得

2. 高信頼性、安価なロケットの開発高信頼性、安価なロケットの開発高信頼性、安価なロケットの開発高信頼性、安価なロケットの開発

3. ロケットの品揃え（打上げ能力範囲の拡大）ロケットの品揃え（打上げ能力範囲の拡大）ロケットの品揃え（打上げ能力範囲の拡大）ロケットの品揃え（打上げ能力範囲の拡大）

4. 価格競争力確保のためのコストダウン価格競争力確保のためのコストダウン価格競争力確保のためのコストダウン価格競争力確保のためのコストダウン

5. 国内衛星打上げには国産ロケットの優先使用国内衛星打上げには国産ロケットの優先使用国内衛星打上げには国産ロケットの優先使用国内衛星打上げには国産ロケットの優先使用

6. 打上げ可能期間の拡大打上げ可能期間の拡大打上げ可能期間の拡大打上げ可能期間の拡大

7. 射場に隣接した大型航空機の離発着可能空港の建設射場に隣接した大型航空機の離発着可能空港の建設射場に隣接した大型航空機の離発着可能空港の建設射場に隣接した大型航空機の離発着可能空港の建設



参考資料参考資料参考資料参考資料 1. HH--IIA IIA ロケットファミリーロケットファミリーロケットファミリーロケットファミリーロケットファミリーロケットファミリーロケットファミリーロケットファミリー

Future ProgramCurrent Program



参考資料参考資料参考資料参考資料 2. ロケットの製造に係わる宇宙開発事業団、ロケットの製造に係わる宇宙開発事業団、ロケットの製造に係わる宇宙開発事業団、ロケットの製造に係わる宇宙開発事業団、ロケットの製造に係わる宇宙開発事業団、ロケットの製造に係わる宇宙開発事業団、ロケットの製造に係わる宇宙開発事業団、ロケットの製造に係わる宇宙開発事業団、
各メーカ、各メーカ、各メーカ、各メーカ、各メーカ、各メーカ、各メーカ、各メーカ、RSCRSCのののののののの関係関係関係関係関係関係関係関係

宇宙開発事業団

(株株株株)ロケットシステムロケットシステムロケットシステムロケットシステム

三菱重工業三菱重工業三菱重工業三菱重工業 石川島播磨石川島播磨石川島播磨石川島播磨 ｱｲ・ｴｲﾁ・ｱｲ・ｱｲ・ｴｲﾁ・ｱｲ・ｱｲ・ｴｲﾁ・ｱｲ・ｱｲ・ｴｲﾁ・ｱｲ・
ｴｱﾛｽﾍﾟｰｽｴｱﾛｽﾍﾟｰｽｴｱﾛｽﾍﾟｰｽｴｱﾛｽﾍﾟｰｽ

川崎重工川崎重工川崎重工川崎重工 日本電気日本電気日本電気日本電気 三菱ｽﾍﾟｰｽ三菱ｽﾍﾟｰｽ三菱ｽﾍﾟｰｽ三菱ｽﾍﾟｰｽ
ｿﾌﾄｳｴｱｿﾌﾄｳｴｱｿﾌﾄｳｴｱｿﾌﾄｳｴｱ

日本航空電子日本航空電子日本航空電子日本航空電子 三菱ﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ三菱ﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ三菱ﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ三菱ﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ

・1,2段機体

・1,2段エンジン

・固体ﾛｹｯﾄﾓｰﾀ
・1,2段エンジン

　ﾀｰﾎﾞﾎﾟﾝﾌﾟ
・ﾌｪｱﾘﾝｸﾞ

・ﾍﾟｲﾛｰﾄﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀ

・誘導制御計算機

・電波機器
・搭載ｿﾌﾄｳｪｱ ・慣性ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ

・加速度計測装置

・電子機器
　ﾊﾟｯｹｰｼﾞ

製造請負契約

製造/作業請負契約
・機体インテグレーション

・生産管理／品質管理


